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【序論】近年、自動車や家庭用のエネルギー源として、

バイオマス燃料からの水素製造に注目が集まっている。

水素エネルギー実用化には、必要な量の水素を瞬時に

製造できるよう始動性に優れたプロセスが望まれてい

る。演者らはマイクロ波を水素生成触媒に照射するこ

とで、応答性の高い加熱システムを構築し、エタノー

ルの改質性能が向上することを報告してきた１）。本研

究では、マイクロ波照射がエタノールの改質反応に与

える影響を調べた。 
 
【実験方法】ガス供給部、改質部、分析部からなるガ

ス流通式反応装置を製作した。改質部にはマイクロ波

を触媒のみに集中させて照射するため、円筒状の空胴

共振器を用いた２）。共振器の中心軸に沿って石英管（φ

4mm）を設置し、Ni/ γ - Al2O3触媒を充填した。ニッ

ケル触媒は硝酸ニッケル水溶液を γ - Al2O3に含浸させ

ることで、ニッケル担持量0.4wt.％に調製した。その

後、マイクロ波吸収に優れたSiC 10wt.%を混合したも

のを、実験に用いた。 
反応実験では、C2H5OH, H2O, O2の混合ガスにN2を

キャリアガスとして改質部に供給した。供給ガス組成

は、C2H5OH : H2O : O2 ＝ 1 : 2 : 0.5の割合で総流量

100ml/minに設定し実験を行った。反応生成物はGC
にて分析を行い、マイクロ波加熱法と電気炉加熱法で

比較した。H2収率は文献 3 の算出方法を用いた３）。 
 
【実験結果】 酸化的水蒸気改質によるエタノール改質 

Fig.1 にマイクロ波、電気炉による各改質方法でのH2

収率の比較を示す。マイクロ波加熱法では電気炉加熱法

と比較して、全ての温度域において高いH2収率を示した。

この結果から、マイクロ波加熱法を改質反応に利用する

ことで、改質温度を低くできることが示唆された。 
Fig.2 に各改質方法での生成ガス組成（改質温度

800℃時）の比較を示す。マイクロ波加熱法では、電気炉

加熱法と比べて水素選択率が高いこと以外に、副生成物

であるCH4の選択率が低く生成が抑制されていることが

分かった。同時に、H2Oの選択率も低下している。  
本反応では中間生成物のCH4による水蒸気改質反応 

CH4 + H2O → CO + 3H2 によってH2が生成する経

路が考えられる。マイクロ波加熱によってNi触媒にお

ける反応が促進されているものと考えられる。 
 

【結論】マイクロ波加熱法によるエタノール改質を行

った結果、電気炉加熱と比較して反応温度の低温化、

H2選択率の向上、副生成物の抑制を確認した。これは、

CH4水蒸気改質反応が促進されたためだと考えられる。 
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Fig.1 Comparison of H2 yield 
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Fig.2 Mole fraction of products at 800℃ 
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